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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス

『
は
ぎ
号
』

粟
野
、
中
郷
方
面
も
！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
『
は
ぎ
号
』
は
、
運
行
開

始
以
来
１
年
と
な
り
、
今
回
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
中
で

も
粟
野
、
中
郷
地
区
方
面
へ
の
運
行
を
望
む
声
が
数

多
く
あ
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
現
状
を
調
査
す
る
と
と
も
に
、
粟
野
と

中
郷
地
区
各
種
団
体
等
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
方
々
か

ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
参
考
と
し
て
、
ま
た
、
路

線
バ
ス
（
既
設
）
の
ル
ー
ト
と
の
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
平
成
12
年
度
に
は
粟
野
、
中
郷
地
区
へ
の
試
験

運
行
を
行
い
、
そ
の
間
の
利
用
状
況
な
ど
を
検
討
し
、

今
後
の
運
行
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

敦
賀
市
長
　
河
瀬
　
一
治

よ
り

◆
道
路
側
溝
新
設
工
事
費
　
　
　

６，

０
０
０
千
円

◆
河
川
改
修
事
業
費
（
単
独
）

１
５，

０
０
０
千
円

◆

敦
賀
港
開
港
100
周
年
記
念
事
業
費
　
実
行
委
員
会

負
担
金
　
　
　
　
　
　
　
　

９
０，

３
５
０
千
円

教
育
費

緊
急
雇
用
対
策
事
業
と
し
て
保
育
園
同

様
、
私
立
幼
稚
園
の
整
備
に
対
し
補
助
す
る
こ
と
と

し
た
ほ
か
、
粟
野
公
民
館
建
設
事
業
に
伴
う
給
水
管

布
設
工
事
費
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

◆

緊
急
雇
用
対
策
事
業
費
　
私
立
幼
稚
園
緊
急
設
備

整
備
費
等
補
助
金
　
　
　
　
　

８，

８
５
０
千
円

◆
ふ
れ
あ
い
会
館
整
備
事
業
費
補
助
金

２
０，

０
０
０
千
円

◆
粟
野
公
民
館
建
設
事
業
費
　
　

１，

９
９
５
千
円

《
特
別
会
計
》

●

簡
易
水
道
会
計
　
小
河
簡
易
水
道
の
水
源
を
確
保

す
る
た
め
の
調
査
委
託
料
、
疋
田
・
追
分
な
ど
６
地

区
の
簡
易
水
道
統
合
の
た
め
の
調
査
費

●

下
水
道
事
業
会
計
　
粟
野
公
民
館
建
設
に
伴
う
管

渠
築
造
事
業
費

な
ど
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

《
企
業
会
計
》

●
水
道
事
業
会
計
　
配
水
管
の
移
設
工
事
費

●

病
院
事
業
会
計
　
第
３
次
の
整
備
に
備
え
て
計
画

策
定
委
託
料

を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
国
の
緊
急

雇
用
対
策
に
伴
う
も
の
な
ど
、
６
月
補
正
後
予

算
措
置
を
必
要
と
す
る
も
の
を
計
上
し
、
平
成

11
年
度
第
４
回
敦
賀
市
議
会
定
例
会
（
９
月
17

日
〜
30
日
）
で
議
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
計
上
さ
れ
た
主
な
も
の
】

総
務
費

市
野
々
町
ほ
か
３
町
内
の
会
館
建
設
に

対
す
る
補
助
金
お
よ
び
衛
生
処
理
場
改
築
に
関
連
し

て
、
昭
和
町
会
館
の
建
設
用
地
購
入
費
を
計
上
し
た

ほ
か
、
平
成
９
年
１
月
に
発
生
し
た
重
油
流
出
事
故

災
害
の
補
償
請
求
権
を
保
全
す
る
た
め
の
訴
訟
提
起

に
必
要
な
経
費
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

◆
昭
和
町
会
館
用
地
購
入
事
業
費

５
６，

１
３
６
千
円

◆
油
流
出
事
故
補
償
請
求
訴
訟
手
数
料

５
８
９
千
円

◆

緊
急
雇
用
対
策
事
業
費
　
給
食
管
理
シ
ス
テ
ム
開

発
委
託
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６，

７
２
０
千
円

民
生
費

在
宅
障
害
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
促

進
す
る
た
め
の
在
宅
障
害
者
福
祉
事
業
委
託
料
お
よ

び
、
国
の
緊
急
雇
用
対
策
事
業
と
し
て
私
立
保
育
園

が
行
う
遊
具
、
園
庭
等
の
整
備
に
対
す
る
補
助
金
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

◆
在
宅
障
害
者
福
祉
事
業
委
託
料

７，

５
０
０
千
円

◆

緊
急
雇
用
対
策
事
業
費
　
私
立
保
育
園
緊
急
設
備

整
備
費
等
補
助
金
　
　
　
　
　
　
８，

５
８
６
千
円

衛
生
費

管
工
事
組
合
の
会
館
建
設
に
対
す
る
補
助

金
、
河
川
、
地
下
水
な
ど
水
環
境
の
現
状
を
把
握
す

る
た
め
の
調
査
費
を
計
上
し
た
ほ
か
、
家
庭
で
の
生

ご
み
処
理
普
及
推
進
の
た
め
、
処
理
機
購
入
費
の
３

分
の
２
、
お
よ
び
処
理
容
器
購
入
費
の
３
分
の
１
を

助
成
す
る
こ
と
と
し
増
額
分
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

◆
簡
易
水
道
特
別
会
計
操
出
金

１
３，

４
８
７
千
円

◆
緊
急
雇
用
対
策
事
業
費
　
地
域
水
環
境
調
査
費

７，

０
０
０
千
円

◆
生
ご
み
処
理
容
器
設
置
事
業
費
補
助
金

５，

５
４
６
千
円

農
林
水
産
業
費

低
コ
ス
ト
化
を
図
る
た
め
、

湛
水
直
播
普
及
拡
大
事
業
費
補
助
金
を
計
上
す
る
と

と
も
に
、
中
小
漁
業
者
の
経
営
安
定
と
漁
業
の
振
興

を
図
る
た
め
、
漁
業
信
用
基
金
協
会
へ
の
出
資
金
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

◆
湛
水
直
播
普
及
拡
大
事
業
費
補
助
金

１，

０
０
０
千
円

◆
福
井
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
出
資
金

２，

０
０
０
千
円

商
工
費

敦
賀
商
工
会
議
所
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い

た
旧
敦
賀
港
駅
舎
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
展
示
計

画
策
定
な
ど
の
経
費
を
計
上
し
た
ほ
か
、
市
民
温
泉

建
設
の
た
め
の
実
施
設
計
委
託
料
を
計
上
い
た
し
ま

し
た
。

◆
旧
敦
賀
港
駅
舎
管
理
運
営
費
　

２，

８
６
８
千
円

◆
市
民
温
泉
施
設
建
設
事
業
費
　
実
施
設
計
委
託
料

６
６，

４
０
０
千
円

土
木
費

津
内
・
松
栄
線
お
よ
び
呉
羽
・
木
崎
線

の
段
差
解
消
に
伴
う
車
道
部
の
工
事
費
を
計
上
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
み
な
と
博
は
、
企
業
や
市
民
の

積
極
的
な
参
加
に
よ
り
成
功
裡
に
終
了
い
た
し
ま
し

た
が
、
こ
の
開
催
に
際
し
賜
り
ま
し
た
寄
附
金
を
実

行
委
員
会
負
担
金
と
し
て
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

◆
道
路
維
持
修
繕
工
事
費
　
　

５
０，

０
０
０
千
円

◆
舗
装
道
補
修
工
事
費
　
　
　

１
１，

５
０
０
千
円

◆
人
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り
事
業
費
（
単
独
）

５
０，

０
０
０
千
円

平 成 1 1 年 度

９月補正予算より

一
般
会
計

４
億
８，

４
３
４
万
６
千
円

特
別
会
計

９
６
２
万
２
千
円

企
業
会
計

１，

１
０
１
万
１
千
円

補
正
予
算
総
額

５
億

４
９
７
万
９
千
円

補
正
後
の
予
算
総
額

４
８
３
億
　
３
９
２
万
３
千
円

今回の補正予算額

ベンチも設置され
ました（市道３号線）

段差を解消し快適にな
りました（市道183号線）

人にやさしい道づくり

誰もが安全で快適な日常生活を・・・

９月3 0日、東海村のウラン

加工施設で多くの人が被ばく

する日本で初めての臨界事故

が発生しました。

これに対し1 0月４日、河瀬

市長は、全国原子力発電所所

在市町村協議会会長として、

国に周辺住民の安全確保の最

優先と原子力災害対策特別措

置法の早期制定を求めるとと

もに、敦賀市長として各電力

会社に徹底した安全管理を強

く申し入れました。

なお、敦賀市内にはウラン

など核燃料の加工施設はあり

ません。

港に新たな憩いの場を
（旧敦賀港駅舎）
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ご
み
を
減
ら
そ
う
！

で
き
る
こ
と
か
ら
・
・
・

私
た
ち
は
暮
ら
し
の
中
で
、
大
量
で
か
つ
多
種
類
の
ご
み
を
発
生
さ
せ
て
い

ま
す
。
ご
み
分
別
や
指
定
ご
み
袋
導
入
で
、
ご
み
量
は
、
い
っ
た
ん
は
減
り
ま

し
た
が
、
最
近
少
し
ず
つ
増
え
続
け
て
き
ま
し
た
。

ご
み
を
減
ら
す
に
は
、
市
民
や
事
業
所
の
み
な
さ
ん
と
行
政
が
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

み
な
さ
ん
も
も
う
一
度
身
の
回
り
を
見
渡
し
て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
少
し
で

も
ご
み
を
減
ら
す
工
夫
を
お
願
い
し
ま
す
。

生
ご
み
を
家
庭
で
処
理
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
、
ご
み
の

減
量
を
は
か
ろ
う
と
、
県
と
市
で
「
生
ご
み
処
理
機
」
の
購
入

費
の
２
／
３
（
限
度
額
４
万
円
で
平
成
11
年
度
か
ら
５
年
間
）

を
補
助
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
た
だ
し
、
コ
ン
ポ
ス
ト
、

Ｅ
Ｍ
容
器
お
よ
び
事
業
所
は
１
／
３
（
限
度
額
２
万
円
）
で
す
）

※
　
申
し
込
み
は
、
領
収
書
と
印
鑑
を
用
意
し
、
生
活
環
境
課
、

ま
た
は
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

生　
ご　
み　
処　
理　
機　
購　
入　
の　
方　
に　

４
万
円
補
助
し
ま
す

購入費６万円なら、自己負担は２万円

５分別収集開始（平成４年度）、６分別収集開始・指
定ごみ袋導入（平成８年度）時は、いったんごみも
減りましたが、その後少しずつ増え続けています。

粟
野
小
学
校
４
年

片
山
　
由
季
さ
ん

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
牛
乳

パ
ッ
ク
を
使
っ
て
お
も

し
ろ
い
工
作
を
作
る
。

着
れ
な
く
な
っ
た
も

の
を
小
さ
い
子
に
あ
げ

る
。

愛
発
小
学
校
４
年

玉
嵜
　
祥
太
さ
ん

食
べ
物
の
買
い
過

ぎ
は
、
よ
く
な
い
よ
。

賞
味
期
限
が
き
れ
た

ら
、
腐
っ
て
ご
み
に
な

っ
て
し
ま
う
よ
。

黒河小学校４年　谷川　咲美さん

ごみの中には、まだ使えるものや

再利用できるものが、たくさんありま

す。捨てる前にもう一度よく見ましょう。

中央小学校４年　山下　　晃さん　
チラシの裏の白いものはメモ用紙に使い、

また、再生紙でできているものを使う。充電

式の電池を使う。使い捨ての物は使わない。

み
な
さ
ん
が
出
す
ご
み
の
収
集
か
ら
最
終
処
分

ま
で
、
多
く
の
人
の
手
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
て
い

ま
す
。
危
険
な
作
業
も
伴
い
ま
す
。

ご
み
を
だ
す
時
は
、「
分
別
じ
ゃ
ま
く
さ
い
ワ
」

で
は
な
く
分
別
や
指
定
ご
み
袋
、
場
所
（
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
）、
ご
み
出
し
の
日
時
を
守
っ
て
ス
ム

ー
ズ
な
作
業
が
で
き
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
少
し
で
も
私
た
ち
が
出
来
る
こ
と
か

ら
ご
み
の
減
量
化
を
考
え
、
始
め
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
　
清
掃
セ
ン
タ
ー
　
1

21
・
１
１
５
３

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に

分
け
兵
衛
か
ら
の
お
願
い

☆
ご
み
を
き
ち
ん
と
分
別
し
て
ね

☆
使
い
捨
て
製
品
の
見
直
し
を
し
て
ね

☆
買
い
物
袋
を
持
っ
て
行
っ
て
ね

☆
過
剰
包
装
は
断
っ
て
ね

☆

詰
め
替
え
商
品
、
環
境
に
や
さ
し
い
商
品
（
エ
コ
マ
ー

ク
商
品
）
な
ど
を
使
っ
て
ね

☆

生
ご
み
は
水
切
り
を
十

分
に
し
て
ね

☆

ト
レ
ー
と
牛
乳
パ
ッ
ク

は
、
量
販
店
で
回
収
し
て
ま

す
か
ら
持
っ
て
行
っ
て
ね

清掃センターを見学した子ども達から

分け兵衛

エコマーク
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宇宇 宙宙 都都 市市 ＬＬ５５
エ ル 　 フ ァ イ ブ

「Ｌ５
エル　ファイブ

」とは、フランスの数学者ラグランジュが発見した、２つの天体の間で引力

がバランスよく釣り合う宇宙のある位置を指します。

そのラグランジュ・ポイントの中でも一番重力が安定しているのが、５つ目のラ

グランジュ・ポイント「Ｌ５」なのです。将来の宇宙都市の建設に最も適している

と言われている宇宙空間です。（ストーリーの中では、宇宙都市をも意味しています）

今
年
の
夏
、「
つ
る
が
・
き
ら
め
き
　
み
な
と
博
21
」
で
す
っ
か
り

お
馴
染
み
と
な
っ
た
３
Ｄ
シ
ア
タ
ー
。
新
番
組
「
宇
宙
都
市
　
L5
」

が
登
場
し
ま
し
た
。
３
Ｄ
シ
ア
タ
ー
を
体
験
さ
れ
て
い
な
い
方
は

「
そ
れ
っ
て
何
？
」
と
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。

特
殊
な
技
術
と
３
Ｄ
専
用
メ
ガ
ネ
を
使
っ
た
「
立
体
映
画
」
で
す
。

例
え
ば
、
人
が
ス
ク
リ
ー
ン
か
ら
飛
び
出
し
て
こ
ち
ら
に
近
づ
い
て

く
る
、
ま
た
、
ロ
ケ
ッ
ト
が
真
横
を
通
り
過
ぎ
て
行
く
よ
う
に
見
え

る
の
で
す
。

今
ま
で
の
映
像
と
全
く
違
う
新
し
い
体
験
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

３Ｄ　シアター

上映スケジュール

（計５回上映：35分/回）
☆１０時～
☆１１時１０分～
☆１３時３０分～
☆１４時４０分～
☆１５時５０分～

※　第４金・土・日曜日は、一般映画
上映のため、３Ｄの上映は行いません。

【
あ
ら
す
じ
】

今
か
ら
100
年
後
、
初
め
て
建
設
さ
れ
た
「
宇

宙
都
市

L5
」
そ
こ
に
は
、
ふ
る
さ
と
地
球
と

同
じ
環
境
の
中
、
農
場
や
庭
、
工
場
、
研
究
所

が
あ
り
、
人
々
が
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
に
住
む
７
才
の
少
女
ち
え
こ
の
目
を
通

し
て
、私
た
ち
は
新
し
い
世
界
を
体
験
し
ま
す
。

L5
で
は
、
空
気
や
水
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
高

度
な
生
命
維
持
装
置
に
よ
っ
て
人
々
は
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
人
口
の
増
加
で
そ
の
装
置
に
も
限

界
が
見
え
始
め
、
新
し
い
水
源
の
確
保
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
木
星
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
彗
星
を

数
年
ご
と
に
L5
の
近
く
を
通
過
す
る
よ
う
に
軌

道
修
正
し
、
都
市
が
必
要
と
す
る
水
源
を
彗
星

の
核
に
あ
る
氷
か
ら
定
期
的
に
補
給
し
よ
う
と

い
う
計
画
を
た
て
ま
し
た
。
ち
え
こ
の
父
に
よ

っ
て
そ
の
実
現
の
日
が
・
・
・
。

未
知
へ
の
挑
戦
は
そ
の
成
功
が
約
束
さ
れ
て

は
い
な
い
。
宇
宙
へ
の
新
た
な
一
歩
が
、
始
ま

っ
た
・
・
・
。

きらめき みなと館『ききららめめきき みみななとと館館』
になりました

シアター外観＆カリヨン

敦賀港が望めるロビー

1,000畳の広さのイベントホール

危機迫る彗星の軌道修正の瞬間！Ｌ５を救えたのか・・・。

『 メ ッ セ ン ジ ャ ー 』

と　き 10月22日f～24日a

９時30分・12時・14時30分・17時・19時30分

５回上映（24日は14時30分まで）

入場料 大人 1,500円　高・中 1,200円　小・幼　800円

※　入場券は当日券のみ　当館券売場で９時から販売

（定員230人、全席自由、定員入替制）

問合せ きらめきみなと館 120ー1100 休館日 毎週月曜日、毎月第３火曜日（年末12/29～31、年始1/8～10）

名称が新しくなった「きらめきみなと館」では、３Ｄシアタ

ーや一般映画の上映を行うとともに、1 0月からそのシアターや

多目的に利用できるイベントホールの貸し出しも行っています。

みなさんのアイディアで楽しいイベントが生れてきそうな

「きらめきみなと館」ご利用ください。

予約は、使用日の６か月～１週間前
（連続５日まで）

大 人　８００円
小 人　４００円

（小学生以下）

料 金

※　入場券は当日券のみ　当館券売場で

９時から販売（定員 2 3 0 人、全席自由、

定員入替制、途中の入退場はできません）
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名
作
ア
ニ
メ
シ
ア
タ
ー

な
つ
か
し
い
昔
話
や
名
作
を
上
映
し

ま
す
。
親
子
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
　
き

11
月
20
日
g

14
時
〜
15
時

と
こ
ろ

市
立
図
書
館
３
階
研
修
室

『
か
ぐ
や
ひ
め
、
か
さ
こ
じ
ぞ
う
、

お
お
き
な
か
ぶ
』（
無
料
で
す
）

雑
誌
の
無
料
配
布

図
書
館
で
使
用
し
た
平
成
９
年
４
月

か
ら
平
成
10
年
３
月
の
雑
誌
を
無
料
で

配
布
し
ま
す
。（
一
部
対
象
外
の
雑
誌
も
あ
り
ま
す
）

と
　
き

10
月
29
日
f
〜
10
月
31
日
a

10
時
〜
18
時
（
た
だ
し
金
曜
日
は

20
時
ま
で
）

と
こ
ろ

市
立
図
書
館
１
階
ロ
ビ
ー

図
書
館
新
着
図
書
の
ご
案
内

平
成
11
年
８
月
・
９
月
に
入
っ
た
図

書
の
中
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

▼
学
校
図
書
館
が
教
育
を
変
え
る
▼
老
年
の
豊

か
さ
に
つ
い
て
▼
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
回
復
す
る
た

め
に
▼
定
年
で
男
は
終
わ
り
な
の
か
▼
バ
リ
ア

フ
リ
ー
社
会
の
創
造
▼
数
学
の
秘
か
な
愉
し
み

▼
Ｕ
Ｆ
Ｏ
誘
拐
事
件
の
真
相
（
上
、
下
）
▼
粗

食
の
す
す
め
レ
シ
ピ
集
▼
日
本
人
は
な
ぜ
英
語

が
で
き
な
い
か
▼
「
い
い
人
」
を
や
め
る
と
楽

に
な
る
▼
〃
It
（
そ
れ
）
〃
と
呼
ば
れ
た
子
▼

大
阪
弁
の
セ
ミ
と
け
ん
た
の
約
束
▼
ぼ
く
は
ウ

ッ
キ
ー
▼
み
な
と
敦
賀
の
歴
史
展
▼
北
陸
ト
ン

ネ
ル
列
車
火
災
事
故
　
な
ど

（
一
般
書
894
冊
・
児
童
書
210
冊
）

な
お
、
新
着
図
書
案
内
一
覧
表
は
、

図
書
館
・
公
民
館
等
に
お
い
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

11
月
の
休
館
日

▼
毎
週
月
曜
日

▼
３
日
（
文
化
の
日
）

▼
18
日
（
第
３
木
曜
日
）

▼
23
日（
勤
労
感
謝
の
日
）

問合せ　1 22・１８６８

1 0 月の市民ギャラリー 日本画

「樹精
じゅせい

（西福寺）」 「 川 中
かわなか

不 動
ふ ど う

」

小堀
こ ぼ り

繁山
はんざん

10月１日 f～　市 役 所 市 民 ホ ー ル

1 1月の市民ギャラリー　書

倉谷
くらたに

桂苑
けいえん

アジアジュニア大会出場激励会（9/28）

おとこの料理教室（９／25）

赤崎八幡神社で五穀豊穣を祈り鎌倉時代から伝

わる「赤崎獅子舞」（県無形民俗文化財）が奉納さ

れました。この日は、あいにくの雨模様にかかわ

らず、詰めかけた区民の前で優雅に力強く舞を披

露しました。

阿曽で「相撲甚句」（県無形民俗文化財）が

台風の影響もあり、ふれあい会館で披露されま

した。華やかな化粧まわしを付けた男衆が、甚

句に合わせて、大踊り、小踊りを踊ると、区民

から大きな拍手が上がっていました。

櫛川の「太陽の家」で開設１０周年を祝う式典が行われまし

た。日頃協力いただいている、５団体１個人に感謝状が贈呈さ

れ、入所者の元気で力強い合唱が発表さると惜しみない拍手が

贈られました。また同日、屋外で行われた秋まつりも多数の人

で賑わっていました。

太陽の家１０周年記念（9/25）

中央公民館で「おとこの料理教室」が開催され、３０

～７０歳代１６人が参加しました。講師の手ほどきを受

けながら、「手打ちそば」の練り、伸ばし、切り、湯で

に挑戦し、できあがった「おろしそば」に満足げに舌づ

つみを打っていました。

市役所で、第８回アジアジュニア陸上競技選手権大会（シン

ガポール、 9 / 3 0～1 0 / 3）に出場する辻隼君（敦賀気比高）の

激励会が行われました。辻君は「日の丸を付け、外国選手と一

緒に走るのが夢だった。優勝目指して頑張りたい。」と力強く答

え、大会では、男子１５００ｍ５位入賞（３分４９秒８３：県

新）、同８００ｍ７位（１分５０秒７７）に入り、２種目とも自

己新をマークする大健闘を見せてくれました。

市民文化センターで秋の交通安全市民大会

が開催され、事業所などからおよそ１,０００

人が参加しました。「交通マナー日本一・おも

いやり敦賀」をテーマに、「高齢者同士の事故

が多発、今一度交通安全意識の再確認を」と

水島敦賀警察署長が訴え、功労者やポスター、

創作看板コンクールの表彰などがありました。

やまびこまつり（9/18）

長谷の「やまびこ園」で秋まつりが開催され、園生

がクラブ活動で製作した絵画・切り絵の展示や保護者

会のバザー、模擬店など所狭しと並びました。黒河小

学校の児童や区民も参加して交流を深めるなど、園生

にとって楽しい一日となりました。

秋の交通安全市民大会（9/29）

伝承される文化財

相撲甚句（9/15）

赤崎獅子舞（9/15）

秋秋 まま つつ りり


